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【学校教育目標】自己実現に向かい心身ともに豊かで自ら学ぶ高木っ子の育成

★学び多い修学旅行 ～平和のバトンをつないでいこう～

１０月３日（月）４日（火）６年生の修学旅行を実施しました。２日間とも天候に恵まれ、穏やかな旅となりま
した。今年の６年生は、昨年度、新型コロナ感染症の影響で、集団宿泊教室を体験することができませんで
した。したがって、小学校最初で最後の「宿泊」です。その分、とても楽しみにしていたとのこと。

１日目。追悼空間で、平和集会を行いました。しんとした空間は、大変おごそかで、祈りのための空間でし
た。子どもたちは、自分たちで折った千羽鶴を奉納し、「私たちは、戦争をなくし、平和な世の中がつづくよう
に、みんなで努力していきます」と誓いをたてました。追悼空間には、原爆で亡くなられた方の名簿が収められ
ています。今年も、約３０００人の方の名前が加えられました。たくさんある棚の一番下には、白紙の名簿が収
められており、これは、家族みんなが亡くなったり、損傷が激しく身元が分からなかったりした方々の冥福を祈る
ためとのこと。あらためて、原爆での犠牲の大きさを感じました。
平和講話では、４歳で戦争を体験された八木さんという語り部さんのお話を聞きました。「平和は向こうから

歩いては来ません。是非、みなさんが、声を発し、伝えていってください！」という言葉が心に残りました。６年
生のみんなが、家族や下級生に学んだことを伝え、平和のバトンをつないていくことを願っています。
２日目は、出島、グラバー邸を見学し、その後、おみやげタイムと昼食。最後には、佐賀県の宇宙科学館

で、色々な「宇宙体験？」を楽しみました。
修学旅行の随所に、６年生が重ねてきた事前学習や準備の足跡を感じました。素敵な６年生との、充実し

た２日間でした。全員が、笑顔で無事に帰ってこられてよかったです

【原爆死没者追悼記念館の追悼空間で、
千羽鶴をおさめ、祈りを捧げました】

【平和公園 平和祈念像の前で 高く上げた右手は原爆
の脅威を、水平に伸ばした左手は平和を表しています】

【ｽﾍﾟｰｽｻｲｸﾘﾝｸﾞ綱渡り】 【山里小学校 あの子らの碑前で】

【ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ夕食 いただきます】
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文責 ：校長 荒牧和子

★ １０月の生活目標 ★ よびすて、ダメだよ

◎ていねいな言葉づかいに気をつけて、友だちと楽しくすごそう。

◎すみずみまで、ていねいにそうじをしよう。


